
   

一般財団法人東京 2025世界陸上財団 

第２回理事会議事録 

 

 

１．開 催 日 時：令和５年８月９日（水）午前 10時 30分 

２．開 催 場 所：JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE ３階 会議室９ 

３．出 席 者：（１）理事総数  10名 

    出席理事  ７名 

           会長    尾縣 貢 

  副会長     潮田 勉 

事務総長  武市 敬 

理事     風間 明、戸邉 直人、横山 英樹、 

來田 享子（Web出席） 

 

（２）監事総数  ２名 

    出席監事  ２名 

           工藤 陽子、渡邉 剛 

 

４．議   事 

（１）決議事項 

第１号議案  ブダペスト大会を通じた東京 PRに係る広告物掲出等業務契約について 

第２号議案  東京都庁舎の使用許可申請について 

第３号議案  （公財）日本陸上競技連盟からの資金の受け入れについて 

第４号議案  評議員会への提案について 

 

（２）報告事項 

・大会開催ビジョン・開催基本計画の策定について 

・その他 

 

５．理事会の議事の経過の概要及び議決の結果 

上記のとおり本理事会は定款第 35 条の規定に定める定足数の出席があったので、定刻、

会長が議長席に着き開会を宣し、次の議案の審議に入った。 

なお、本理事会は Web 会議システムを併用して開催しており、Web 会議システムにより、

出席者の音声と映像が即時に他の出席者に伝わり、出席者が一堂に会するのと同等に適時

適確な意見表明が互いにできる状態となっていることを開会前に確認している。 



   

（１）第１号議案 ブダペスト大会を通じた東京 PRに係る広告物掲出等業務契約について 

議長は、第１号議案を上程し、事務局から資料１に基づき説明がなされ、議案の賛否

を諮ったところ、全員異議なく承認可決した。 

 

（２）第２号議案 東京都庁舎の使用許可申請について 

議長は、第２号議案を上程し、事務局から資料２に基づき説明がなされ、議案の賛否

を諮ったところ、全員異議なく承認可決した。 

 

（３）第３号議案 （公財）日本陸上競技連盟からの資金の受け入れについて 

議長は、第３号議案を上程し、事務局から資料３に基づき説明がなされ、議案の賛否

を諮ったところ、全員異議なく承認可決した。 

 

 （４）第４号議案 評議員会への提案について 

議長は、第４号議案を上程し、事務局から資料４に基づき説明がなされ、議案の賛否

を諮ったところ、全員異議なく承認可決した。 

 

（５）報告事項 大会開催ビジョン・開催基本計画の策定について 

事務局は、大会開催ビジョン・開催基本計画の策定について資料５に基づき説明を行

った。その後、各理事・監事より開催ビジョンについて意見交換が行われ、潮田副会長よ

り「アスリートの方々の意見は大切。大会が楽しいものとなり、自分も挑戦したいという

人たちが出てきて、次の世代につながる大会になれば、世界陸上が素晴らしい大会になる」、

風間理事より「陸上を多くの人に理解してもらう大会にしたい、アスリートセンタードを

基本としつつ、審判、観客、関係者全員にフレンドリーな競技会を目指したい」、横山理

事より「『みんながつながる』、『みんなで創る』などのフレーズも参考に、都民をはじめ

とした国内外からの期待感を高めていくことができるビジョンにしたい」、來田理事より

「一瞬の結果だけじゃなくて、そこにたどり着くまでの道のりを大切にしようという気運

が世界中にある。結果がすぐに出なくても毎日を頑張ろうと思えるビジョンが出てくると

よいのではないか」、戸邉理事より「私自身、2007 年の世界陸上大阪大会を見て、世界の

トップアスリートに憧れを抱き、世界を目指す大きな原動力となった。世界陸上には、次

世代を担うこどもや多くの方に陸上競技を身近に感じてもらい、競技を始めるきっかけを

つくる力がある」、渡邉監事より「市民の陸上大会が世界陸上につながっていくイメージ

が出せると一般の方々にも興味をもってもらえると思う」、工藤監事より「スポーツは人

を結びつける、みんなを元気にする、こどもたちに夢を見せる、そういったイメージが出

せるとよいと思う」といった意見がそれぞれ述べられた。 



   

また、理事会に欠席となった野口理事より、「『夢』、『つづく』、『つながる』、『ひとつ

になる』などのフレーズで表現していくのがよいのではないか」との意見を事前に受領し

ていたため、事務局より代理で報告を行った。 

 

以上をもって議案の全部の審議及び報告が終了し、Web会議システムを用いた本理事会は、 

終始異状なく終了したので、議長は、午前 11時 51分閉会を宣し、解散した。 

 

上記の議事の経過の要領及びその結果を明確にするため、本議事録を作成し、定款第 38

条第２項の規定に基づき、出席した会長及び監事が以下に記名押印する。 

 

 

令和５年８月９日 

一般財団法人東京 2025世界陸上財団 


